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発展授業の同定を可能にするため，教師の『５つの知る』をもとに教師の
反応から授業評価するモデルを開発する．
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授業評価モデルの開発
発展授業の同定を可能にするため，段階的授業モデル（佐藤他，2018）から析出した教
師の『５つの知る』をもとに教師の反応から授業評価するモデルを開発する．

分析と考察 成果局面 教材 反応 思考 展開 数学

1 ○

2 ○

3 ○ ◎

4 ◎ ◎ ◎

5 ○ ○

6 ◎ ◎

7 ◎ ○

8 ◎ ○

9 ○ ○

◎：十分知っている，○：知っている

分析．各局面の解釈は議論して決定．
１授業には，発展的思考・態度を促進
局面と非促進局面が存在．量的傾向
よりも，状況から状況への移行に注目
する必要がある．

中３「振り子の周期と紐の長さの分析」（全３回）
中３実践，小２実践
を各局面の談話を
「５つの知る」により

発展的思考・態度を視点とする授業評価モデル（改善版）

た．また， 「数学をすることを
知る」には「学習者の視点」の
欠如から，モデルの改善を
図った．局面分析の有効性を，
発展の状況から状況への移行
の分析に活かす．

＊下線は改善点

本研究の

今後の発展
C1：17÷３＝５あまり２は，10のまと
まりで考えていて，５つのグループ
に分けられていて．

T1：この５は違うの？この５は何？
C2：５つのグループ．
C3：10のまとまりで計算しているので，
２は10のまとまりが２つあるってこと．

C4：何がわかんないんだろ．
T2：先生はわかんないかって？みん
なはオッケーなの．

C少：うん．

小４「何百何十÷何十の計算」

に基づいて行うことが望ましい．学習者や教

師から発せられる言葉などの徴候を分析し，
学習者の発展的思考・態度の様相を明らか

にする．

構造的発展から新たな

発展への移行は，学習
者の発展的思考・態度

学習の展開は
教師が決定している

各局面の分析にお
けるモデルの有効
性が明らかになっ

＊状況：本研究では，構造的な発展のきっかけを生み出す，当面の問題（狭義の意味）から次の問題（狭義の意味）へと発見的な気付きの過程として「発見的発展」，構造化に向けて新しく見出した概念や性質をより広い立場にも適用しようとすることの「統
合」の働きと，その構造化に向けた「簡潔・明瞭・的確」と「一般化」の働きと，その過程としての「構造的発展」，発見的発展の過程で得た知的欲求により，構造化した概念や性質を，「数値を変える」「場面を変える」「数値と場面を変える」「考察の視点を変
える」を行い，新たに発展させる過程としての「新たな発展」から発展的思考・態度を捉えている．


